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【使 用 上 の 注 意 】

●ご 使 用 後 ､着 圧 のあ と が 脚 に 残 る 場 合 が あり ま す が ､し ばらく すると元 に 戻り ま す 。

●商 品 の 構 造 上 ､裏 側 に 糸 が出 てい ま す が ほ つ れ 等 で はご ざい ま せ ん。

●部 分 的 に 締 め 付 け が 強く なる お そ れ が あ りま す の で ､着 用 後 は で き る だ け シ ワを の

ぱしてく だ さい 。

●着 圧 機 能 の つ い た 製 品 と の 併 用 は 危 険 で すの でお や めくだ さい 。

●最 初 は 短 時 間 の 着用 か ら 開 始 して 、徐々に 着 用 時 間を 延 ば すよ う にし てく ださい 。

●使 用 感 に は個 人 差 が あ りま す 。

●お 肌 に合 わな い 場 合 や ､か ぶ れ ･か ゆ み 等 を 感 じ た 場 合 ､気 分 が 悪 くな ったり ､発 疹、

痛 み 等 の 異 常 を 感じ た 場 合 はすぐ にご 使 用 を中 止し てく だ さ い 。

●現 在 ､病 気 や け が な ど に よる むく みや だる さ を 感 じ る方 ､血 圧 の 高 い 方 ､心 臓 ･腎 臓 な

ど に 障 害 の あ る方 ､か ゆ み や 発 疹 を 起 こ してい る 方 ､血 行 障 害 を 起 こし た こと があ る

方 ､そ の 他 体 に 異 常 を 感 じ る 方 は 本 品 着用 に 関 して 事 前 に 医 師 にご 相 談 く ださ い 。

●ご 使 用 中 ､ま た はご 使 用 後 に 異 常 を 感 じ た場 合 は ､す ぐ にご 使 用 をお や めく だ さい 。

●妊 娠 中 の 方 や 妊 娠 の 可 能 性 の あ る 方 ､ま た 就 寝 時 にご 使 用 する 場 合 は ､本 品 の 使 用

に つい て 事 前 に 専 門 医 に ご 相 談 く ださい 。

●サ イズ が 合 わな い 場 合 は無 理 に 着用 し ない でく だ さい 。

●同 じ 姿 勢 を 長 時 間 続 け ると 締 め 付 け の強 い 部 分 が で き てし まい ま すの で ､適 度 な 着

脱 を 繰り 返し てく ださい 。

●生 地 部 分 に 爪 を 立 て ､無 理 に 引 つ張 ると 破 れる お そ れ が あ りま す 。着脱 の 際 はご 注

意く だ さ い 。

●乳 幼 児 の 手 の 届 か な い 場 所 に 保 管してく ださい 。

●火 気 の そ ぱ や 高 温 多 湿 な 場 所 ､直 射 日 光 の 当 た る 場 所 に は保 管 し な い でく ださい 。

●本 来 の 目 的 以 外で のご 使 用 はお や めく だ さい 。

【警 告 】

1.適 用 対 象 (次 の 患 者 へ 適 用 す る 際 に ､特 に 注 意 する こ と 。)

１)急 性 期 の 深 部 静 脈 血 栓 症 患 者。

(肺 血 栓 塞 栓 症 を 発 症 す るお そ れ が あ る 為 。)

2)動 脈 血 行 障 害 ､う っ血 性 心 不 全 及 び 装 着 部 位 に 炎 症 や 化 膿 ､疼 痛 を 伴 う皮 膚 疾

患 ､創 傷 の あ る患 者。

(圧 迫 によ る 症 状 が 悪 化 するお そ れ が あ る 為 。)

3)装 着 部 位 に 知 覚 陣 害 のあ る患 者。

(痛 み 等 の 異 常 を 認 識 で きな い 可 能 性 が あ る 為 。)

４)糖 尿 病 患 者

(無 症 状 の 知 覚 障 害 や 血 行障 害 を 併 発し てい る 場 合 ､痛 み な ど の 異常 を 認 識 で

き ず ､ま た 症 状 を 悪 化 さ せ るお そ れ が あ る 為 。)

5)装 着 部 位 に 極 度 の 変 形 を 有 す る患 者 。

(適 切 な 圧 迫 圧 が 得 ら れ ない 可 能 性 が あ る 為 。)

６)繊 維 に 対 して 過 敏 症 のあ る 患 者。

(接 触 性 皮 膚 炎 を 起 こす お そ れ が あ る 為 。)

2.使 用 方 法

医 師 が 必 要 と認 め る 場 合 を 除 き 就 寝 時 に は 着用し な い こと 。

(臥 位 に な るこ と で 静 脈 還 流 など に 変 化 が 起 こり ､患 者 に よ って は 必 要 以 上 の 圧

迫 圧 が か か るお そ れ があ る 為 。)

【禁 忌 ・禁 止 】

1.重 度 の 動 脈 血 行障 害 ､う つ血 性 心 不 全 及 び 有 痛 性 青 股 腫 の 患 者 。

（圧 迫 に より 症 状 を悪 化 させる 危 険 性 が 高 い 為 。）

2.化 膿 性 静 脈 炎 の 患 者。

（菌 血 症 ･敗 血 症 を 発 症 ､増 加さ せる お そ れ が あ る 為 。）

3.感 染 症 静 脈 炎 の 患 者 。

（深 部 静 脈 へ の 感 染 を 引き 起こ す お そ れが あ る 為 。）

【保 管 方 法 及 び 有 効 期 間 等 】

保 管 方 法

本 品 は高 温多 湿 や直 射日 光 を 避 け ､水 漏 れ に 注 意し ､清 潔 な 場 所 で 保 管し てください 。

【保 守 ･点 検 に 係 わ る 事 項 】

洗 濯 方 法

下 記 JIS規 格 の 洗 濯 表 示 の 通 りに 洗 濯 をしてく だ さい 。

【使 用 目 的 又 は 効 果 】

脚 の むく み ､疲 れを 軽 減 す る 。リン パ 液と 血 行を 促 進 す る 。

習幺 且 囮忌 ⑥【構 造 及 び 原 理 等 】

部位

足首

圧 迫 圧

(約 )39.7hPa±5
中性洗剤を使用してください

【製 造 販 売 業 者及 び 製 造 業 者 の 氏 名 又 は 名 称 等 】

●製 造販売元

西 垣 靴 下 株 式 会 社

〒635-0076奈 良 県大 和高田市大字大谷 61番 地

●発 売元

株 式 会 社 ニ ーズ

兵 庫県加古川市八幡 町下 村1415

お問い合わせ先 TEL:079-438-7141

（土 ･日 ･祝 日を除く9:００～17:00）

ふくら はぎ　　　　　 （約 ）35.1hPa±5

※着 圧 の 測 定 値 は 20代 女 性平 均 ボ ディに 着 用 さ せ て 測 定し た も の で す 。

1.足 首 か ら ふく ら は ぎ に か け て 段 階 的 に 圧 迫 を 加 え る こ と で ､筋 肉 の 収 縮 運 動 を 助

け ､リ ン パ 液 ､静 脈 の 流 れを 改 善 す る 。足首 部 圧 迫 圧 は ふくら は ぎ 部 より 大 きい 。

2.組 成

アクリル 35％･ポ リエ ス テル 30％･ナ イ ロ ン 25％･ポ リ ウレ タ ン 5％･毛 5％

【使 用 方 法 等 】

1.着 用 前 (サ イ ズの 決 定 )

適 用 な 治 療 効 果 を 得 ら れる 適 応サ イズ は下 記 の 通 り で す 。

適 応 サ イズ (男 女 兼 用 )

ふくら は ぎま わり :(約 )30～４０ｃｍま で

2.装 着 方 法

装 着 す る 際 に は ､爪 や 指 先 の 荒 れ ､指 輪 な ど で 本 品 を 傷 つ け な い よう 十 分 に ご 注

意く ださい 。内側 の ラ イ ン が 前 側 上 部 に な るよう に 着 用し てく ださ い 。

① 上下 前 後 を 確 認して ､つ ま 先 か ら はき ま す 。

② 両 手 で 少し ず つ ひざ 下 ま で 引 き上 げ ま す 。

③ 本 品 の た る み ､ゆ が みを 整 え てご 使 用 く ださ い 。
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